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校長室の窓から  

心 の 中 で 

校 長  下 釜 祐 保 

「黙唱」という言葉があるのだろうか。手元の国語辞典をめくるが見あたらない。 

声を出さずに書物を読むことを「黙読」という。空手をやっていた頃は、稽古の前後に「黙想」をやっていた。

練習前は心を落ち着かせ精神を統一するため、練習後は稽古の振り返りをしつつ心と体を静めるため、必ず

黙想を実施した。目を閉じ、声を発することはない。そして、自己の内面に迫り、思いを巡らせる。 

 今月の初日、本校の第７２回卒業証書授与式を挙行した。新型コロナウイルスの感染リスク軽減のため、

とるべき対応を講じた。在校生の式への不参加、時間の短縮、式場入場者に数日前から検温をお願いし、

熱発者には参加を遠慮いただくようお願いした。飛沫感染への対応として、卒業生を含め全員にマスクの

着用をお願いし、国歌と校歌は CD での放送とし、声を出しての斉唱を取りやめた。卒業生の気持ちは

十分に伝わってきた。肩で息をする姿もあった。彼らは、決して CD 演奏を聴いていたのではない。「声

高らかに」ならぬ「心高らかに」、「誇り高らかに」歌うことを「黙唱」という表現はできないだろうか。

卒業生たちは、マスクの内側で、確かに校歌を黙唱していた。そして、心の中で熱唱していた。 

 ３月１１日。今年もこの日がやってきた。あの日から９年。今年も１４時４６分に心静かに黙祷した。

無念にも犠牲になられた方々のご冥福をお祈りし、東北地方へのお見舞いと復興に日本中が心を込めた。 

 新型コロナウイルスへの対応も、心を揃えることが大切だ。各行政機関も国民、市民の命を守るために

全力を投じている。多くの国で、学校が一斉休校になっている。観光業界やサービス業では死活問題に

至っているようだ。最近は東京五輪の話題やプロスポーツにも影響が出ている。高校スポーツもそうだ。

春休み期間中に予定されていた高体連主催の全国大会、高野連の選抜大会も全て中止された。本校でも

出場権を獲得していた部活動や選手もいるが残念に思っているに違いない。日本中、否世界中がこの

ウイルスと闘い、我慢を強いられている。もちろん生命を脅かすウイルスの人体への恐怖にも警戒が

必要だが、さらに人間の精神状態への影響も懸念されている。我慢することも足並みを揃えることが大事

だ。そして、こんな時こそ読書や他分野の情報に触れ、様々な事柄、現象に、心と思いを張り巡らせて

欲しい。次世代を生きる若者に最も大事なことだと思う。佐南生よ、次の時代を頼みますよ！ 

 

最後に私事で恐縮ですが、この３月末日を以て佐世保南高を最後に、教職を定年退職することになりました。

本校をはじめ、これまでそれぞれの学校で、純朴で、一生懸命で、エネルギー溢れる生徒たち、教師と共に

熱心に教育を語られる保護者の方々、故郷思いで惜しみないご支援をくださる地域の方々、懐深い同窓会…

等々に本当に貴重なご縁をいただきました。そういう人の思いに恵まれた教員人生を今、しみじみとありが

たく、振り返っているところです。お世話になった皆さまに心から感謝申し上げます。 

そして、このコーナー…。菲才で稚拙な文章にお付き合いいただき、ありがとうございました。 

佐南の良さの神髄は「人」だと思います。これからも教育機関としての本道を突き進まれ、人が育つ学校

として更なる発展と活躍をお祈りいたします。私は、心の中でずっと応援させていただきます。ありがとう

ございました。 

緑 柏 



「ゼロ学期」―こんな⾔い回しをご存じだろうか？ 多くは

中⾼２年⽣の三学期のことを「３年ゼロ学期」と称して、

「春から受験勉強すればいっか！」という“後回し精神”を戒

める為に⽤いるようだ。さぁ１年⽣諸君も「春から頑張ろ

う」などと悠⻑な考えは捨て今すぐスタートしようではない

か、「２年ゼロ学期」を！  

 先ずは理想の２年⽣像を思い浮かべてみよう･･･学校を牽

引する学年･･･学習に⾏事に部活動、そして⽣徒会活動に･･･

どこを切り取っても全⼒投球･･･そして、いつも忘れない思

いやりの⼼。  

「剛」と「柔」。そう、それが南⾼⽣の伝統だ。  

南⾼⽣は強い。その強さは他を思う⼼（友情、感謝）に裏打

ちされている。孔⼦はこう⾔った。「仁者の勇はなめした⽪

のようにしなやかで強い。だから⼈々が協⼒する。」２年ゼ

ロ学期に、努⼒、継続、挑戦の種を蒔こう。思いやりと感謝

の⼼をもって。花が咲くまで⽀えてくれる仲間がさらに増え

るはずだ。しなやかな強さを携えて、共に前進しよう。  

次学年に向けて 〜学年主任からのメッセージ
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  1⽇（⽇） 第72回卒業式  
  2⽇（⽉） スタディサポート（1年）  
                   Sプロ（2・3年）  
  7⽇（⼟） Sプロ（1・2年）  
  9⽇（⽉） ⾼校⼊試会場設営（午前）  
10⽇（⽕） 〜 11⽇（⽊） 
       ⾼校⼊試  
16⽇（⽉) 校内⼤会  
       教室移動（2年）  
17⽇（⽕） 教室移動（1年）  
18⽇（⽔） 消費者教育（1年）  
20⽇（⾦） 春分の⽇  
24⽇（⽕） 三学期終業式 離退任式 

 ３⽉１⽇（⽇）、第７２回卒業証書授与式を挙⾏いたし

ました。本年度は新型コロナウイルス感染症対策として、

卒業⽣およびその保護者等のみで実施いたしました。 

前⽇には特別表彰を校内放送によって実施し、県教育委員

会表彰に⾼井怜遠君、県⾼体連卒業⽣顕彰に柴⽥渚さん

（⼥⼦バスケットボール主将）、県⾼⽂連卒業⽣顕彰に江

嶋菜⽉さん（美術部部⻑）が表彰されました。 

 式では卒業⽣代表の森⼭美穂さんが、答辞で、⾼校⽣活

の思い出として福島県いわき市を訪問した修学旅⾏につい

て述べました。「⾃分の命は⾃分で守る」という被災され

た⽅の⾔葉の重み、そしてこの⾔葉に込められた想いを私

たち⾃⾝が伝えていくことの⼤切さを訴えました。また家

族や同級⽣への感謝の気持ちを伝え、さらにこれからの⼈

⽣に対する抱負と決意を述べました。 

 卒業⽣は、3年間の思い出を胸に抱き、伝統の学舎を巣

⽴っていきました。ご多⽤中ご臨席を賜りました来賓の皆

様、保護者の⽅々、本当にありがとうございました。７２

回⽣の今後の活躍を祈念いたします。
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離退任者紹介

第72回卒業証書授与式
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